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玉置　博康さん 会員の皆様のお陰で表彰されました。
八幡　建二さん 毎日あついですネ。
島　　公造さん 美しい妻に美しい花を有難うございました。
田原　久一さん 野球はケガもなく無事終わりました。ご支援ありがとうございました。
松田　洪毅さん 村田会長、上中幹事様、役員の皆様、今年一年よろしくお願い申し上げます。
 頑張って下さい！

山本　進三さん 本日は所用のため早退させていただきます。申し訳ありません。
村田　昌之さん 暑い夏、皆様健康第一です。
上中　崇司さん 本日のクラブフォーラム、各委員長様よろしくお願いいたします。
佐藤　義記さん 先週、第２回目から休んでしまいました。今週よりまたがんばります。
阪神タイガース応援団一同

出席報告 会員数 ４２名（内出席規定適用免除会員１５名） 　乾　敦雄 出席委員長
皆さん、出席してください。

7月18日（本　日） 27名 77.1％ 7月　4日（メーキャップ後） 29名 80.6％ （欠席7名）

本日の累計  32,000円（計9名　10件）〔誕生日献金　5,000円　その他　203,500円　累計額　208,500円〕

●卓話「老化対策について」
 名誉会員　駒井　則彦さん

●ピアノ演奏� 中井　利枝さん
夕陽のソネット（倉本　裕基）
愛のかたち（倉本　裕基）

●卓話「我が国を取り巻く安全保障環境と自衛隊の活動」
 自衛隊和歌山中央協力本部　本部長　青木　泰憲　さん

本日の例会� 7月25日（木） 次回の例会� 8月1日（木）
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クラ ブ 名 日 　 　 時 内 　 　 容

和歌山城南Ｒ．Ｃ． ７月２５日（木） 例会変更

和歌山南Ｒ．Ｃ． ７月２６日（金） 卓話 「星林高校における青少年交換留学生の取り組み」 和歌山県立星林高校教諭　鈴木　裕子さん
２０１３－１４年度青少年交換学生　上辻　あかりさん

和歌山中Ｒ．Ｃ． ７月２６日（金） 卓話 「断酒道場にて」 和歌山断酒道場道場長　上村　千賀志さん

和歌山北Ｒ．Ｃ． ７月２９日（月） 例会変更

和歌山アゼリアＲ．Ｃ． ７月２９日（月） 卓話 「音楽と私〜還暦を迎えて〜」 松本　博会員

和歌山Ｒ．Ｃ． ７月３０日（火） 卓話 「免雷の時代」 音羽電機工業(株)　開発営業部長　池口　潤一郎さん

和歌山西Ｒ．Ｃ． ７月３１日（水） クラブフォーラム「会員増強」

和歌山東南Ｒ．Ｃ． ７月３１日（水） 卓話 「仏教に関する卓話」 鷺の森別院　森田副輪番

ニコニコ箱 ありがとうございました

●クラブフォーラム「地区協議会の報告」

●ロータリーソング� 岸裏　廣澄 ソング副委員長
「日も風も星も」

前回の例会� 7月18日（木） 

●会長報告� 村田　昌之 会長

　本日はクラブフォーラムで後ほど地区協議会の報告をさせて頂きます。
　さて、「風鈴の徳」というお話です。

　　「風鈴や風の間に間に今日もまた」

　私の祖父の句です。私の家は私が物心ついた頃はまだ田んぼとみかん畑の中の一軒家でした。夏は谷を吹き上
げる風で結構涼しく、庭に日よけのテントが張り出ていて、その縁先に風鈴が涼しげにチンチロチンチロと鳴っ
ていたのをおぼえています。
　「売り声もなくて買い手の数あるは音にしられる風鈴の徳」（江戸時代末期の狂歌）
　江戸時代、天秤棒にたくさんの風鈴をぶら下げ、江戸の町を売り歩いた風鈴売りは風鈴が涼しげな音を響かせ
て客を呼ぶことから、大きな売り声をあげる必要がなかったのでしょう。その起源は中国で「占風鐸」（せんふ
うたく）だと云われていて風の向き、音の鳴り方で物事吉凶を占う道具であった様です。また、疫病を遠ざける
という由来もあったようで、まさしく「風鈴の徳」と云えましょう。
　今日では、物売りの声すら懐かしく思い出されるデジタルの世の中の喧騒のただ中にありますが、涼しげにチ
ンチロチンチロと鳴る風鈴の様に、私達ロータリアンも大そうに構えることなく、その徳で人々に安心と安らぎ
を与える、そんな徳の存在でありたいと思っています。私達はその木陰にすわることのないであろう木を植え続
けています。そのことこそ価値があると信じて疑いません。

●幹事報告� 上中　崇司 幹事

　下記の記録誌・案内状が届いています。
　　・海南西ロータリークラブ創立２０周年記念誌・・・回覧
　　・２６４０地区より地区大会事務局開設の案内

２６４０地区委嘱状伝達式

奉仕委員会委員長・ロータリー情報規定委員会委員
松田　洪毅さん

　第１０条　「理事および役員」第４節「役員」
　　幹事は必ず理事会メンバーとする。
　　副会長、会場監督を役員に含めることが出来る。
　　会長候補者は、指名時より遡って１年以上当該クラブに在籍しているのを条件とする。
　Ｅクラブの項では、１つの地区に存在するＥクラブは２つまでとする、を削除する。

新しい「手続き要覧」が２月に送付されてくる予定ですので、それから当クラブも改正を行っていきます。
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クラブフォーラム「地区協議会の報告」
会長部門� 村田　昌之 会長
　２０１３－２０１４年度国際ロータリー第２６４０地区の地区方針を確認しながらの勉強会となった。
　以下述べます。

Ｒ．Ｉ．テーマ ロータリーを実践し　みんなに豊かな人生を

 ＥＮＧＡＧＥ　ＲＯＴＡＲＹ　ＣＨＡＮＧＥ　ＬＩＶＥＳ

地区方針 相互扶助　　　ｍｕｔｕａｌ　ａｉｄ
　世界政治の混乱、経済の先行き不安、今こそ、メンバーと家族、共に働く仲間と地域社会に生きる人々
との共生共助こそロータリーイズムの原点であることを確認する。

　・Ｒ．Ｉ．方針の徹底
　・ガバナー卓話要請クラブへの訪問
　・会長、幹事各グループ内クラブ個別懇談会の実施
　・地区組織の簡素化、地区予算の見直し
　・各クラブによるネット活用化の推進運動
　・規定審議会採択の制定案と決議案の実行指導
　・ロータリー財団、地区補助金、各種補助金を使っての事業奨励
　・ロータリー財団への寄付の奨励
　・米山記念奨学会への寄付の奨励
　・クラブ拡大
　・会員増強作戦の実施
　・地区会員全員による中学、高校への「出前卓話」
　　（ロータリアンが履歴を語る「人生の栄光と挫折等」を要請する。
　・ ロータリー設立記念日に合わせ、２０１４年２月２３日に日本全国３４地区で東日本大震災復興支援キャ
ンペーン

地区目標
　・ストップザ会員減少
　　地区全体で１０％の増強
　　各クラブ純増３名以上のお願い
　・ロータリー財団への寄付
　　１人あたりＵＳ＄２００を目標
　・米山記念奨学会への寄付
　　１人あたり６，０００円の普通寄付
　　上半期３，０００円　　下半期３，０００円
　　（特別寄付を入れて１人あたり２０，０００円を目標）

地区カラー ワインレッド

幹事部門� 上中　崇司 幹事
　ビデオ観賞と幹事マニュアルによる勉強会を行いました。

会員増強部門 松田　洪毅 委員長
　２０１３年～２０１４年度の為の地区協議会は平成２５年５月１９日（日）スターゲートホテル６Ｆ
で開かれました。
　私はクラブからの指名で、会員増強委員会として登録をしておりましたが、地区の奉仕委
員長のお役目を頂いておりましたので奉仕プロジェクト部門別の司会を担当いたしました。

　ＡＭ１１：００より全体会議があり、久保ガバナーより国際協議会報告、次年度Ｒ.Ｉ.テーマ、次年度地区
方針のお話。８００名を超える参加者があり、久しぶりにロータリーのパワーを感じました。ガバナー報
告の後、和歌山南Ｒ.Ｃ.豊田会長より緊急質問がありました。また堺中Ｒ.Ｃ.からも同じような質問が出さ
れました。質問の内容はよく聞こえなかったのでわかりづらかったですが、いくつかありました。が、本
会議場では話がつかず、和歌山南Ｒ.Ｃ.より参加ロータリアンに部門別会議の時に会長部門の方へ出席を
してほしいとの呼びかけがありました。
　昼食交流会を挟んで、規定審議会報告の後、１４：２０より部門別協議会が開かれました。私は奉仕プロジェ
クトの司会を担当しておりましたので、会長部門へは行きませんでした。また私たち東Ｒ.Ｃ.は島前会長
の方針で地区協議会は来年度の大事なクラブ運営方針を決めるので粛々と各部門別に参加するようにとの

事で皆様それぞれの部門別協議会に出席をされました。
　私が担当した奉仕プロジェクトは、国際奉仕・社会奉仕・職業奉仕・新世代・インターアクト・ローター
アクト・青少年交換・青少年ライラと本来なら３００名程の出席の予定が１００人前後の出席で２００人程は会
長部門に流れてしまい、少しさびしい部門別協議会でした。大変残念に感じました。部門別の各委員長さ
んはそれぞれ大変な準備をしていたのであります。またこの協議会の為に８００人を超える人達をお迎えす
るのに大勢のロータリアンが大変な思いで準備万端進めて頂いていたと言う事も私達は知っておかなけれ

ばなりません。
　私達、和歌山東ロータリークラブはこのトラブルに冷静に充分に注意をして進んで頂く事を執行部の
方々に望んでいます。
　会員増強委員会の地区方針、目標はガバナーより　ストップ・ザ・会員減少、地区全体で１０％の増強、
　各クラブ純増３名以上のお願いとなっております。
　以上、ご報告申し上げます。

雑誌・広報部門 角谷　芳伸 委員長
　「ロータリーはクラブに始まりクラブに終わる」との主旨、従来からの広報活動をさら
に充実させるために下記の方針を推進いたします。
　　・内部広報　雑誌「ロータリーの友」の必読推進。
　　・各クラブ雑誌広報委員会の活性化の推進。

　　・外部広報として公共イメージ向上のためメディア利用の促進。
　以上、活動方針の推進にＩ.Ｔ.委員会と密接に協力し活動いたします。

地区ホームページの活用
　・ガバナー月信、地区奉仕活動、クラブ奉仕活動を適確にＩ.Ｔ.委員会と協力して、内部広報する。
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　・ロータリーの友の「是非皆さんにお読み頂きたい記事」の活用を広く各クラブの雑誌広報委員会に啓
蒙する。

Ｒ.Ｉ. 広報補助金申請中の計画
　〔ＰＲ活動をし、社会に認識してもらう。〕
　和歌山放送をキーステーションとしてＲＩの重要活動「ポリオ撲滅運動」の放送を計画中。
　補助金決定後は１０月２４日世界ポリオデーにあわせて９．１０．１１月の３ケ月間「ポリオ撲滅運動」を放送
予定。

ロータリー１００年の森林（高野山）
　内部広報として地区内クラブの新しいロータリアンに「ロータリー１００年の森林」（高野山）緑化推進
の広報をする。
　（和歌山県との管理契約（１０年）が来年できれるので、またお金が必要です。続ける必要がある。）

国際奉仕部門 田原　久一　委員長
　世界社会奉仕プログラムと、各クラブが取組んでいる独自性のあるプログラムの実施を
お願いし、ロータリー財団の地区、ワールド等各補助金も考えて頂く奉仕事業も奨励する。

社会奉仕部門 笹島　良雄 委員長〔クラブ奉仕部門・地区増強委員（司会）〕

１．会の構成
　　・会員増強・維持委員会 （飯岡典子委員長）
　　・雑誌・公共イメージ委員会 （松澤政彦委員長）
　　・Ｉ.Ｔ.委員会 （乾　一嗣委員長）

２．内容
　　角谷芳伸委員の報告通りです。
３．特記事項
　　・公共イメージ委員会で「ロータリー１００年の森林」を取り上げて新人にＰＲします。
　　・和歌山放送で「ポリオ撲滅運動」を取り上げるのを計画中です。

　地区協議会に御参加のある会員が部門別会議を欠席するよう呼びかけた為に、部門別会議の出席者が半
数以下に減少し、会議の目的を充分に達せられず会議の担当者として辛いものがありました。

職業奉仕部門 赤井　雅哉 委員長
　四つのテストを深く繰り返し奨励し、地域社会に生きる人々と共生・共助・相互扶助の
心を持って活動する。

青少年部門 吉田　篤生 委員長
　地区ＲＹＬＡテーマは『地域の青少年と共にロータリーを実践しよう』です。
　地域社会で素晴らしく顕著に活躍される青少年を見出して共にロータリー活動に参加し

ていただく。青少年奉仕委員会はこれからのロータリーにとって最も重要な位置付けとし
て認識し、未来に向かって私たちロータリアンは実践活動を行う。

ロータリー財団部門 山東　勝彦 委員長
　インストラクターは大森豊地区財団委員長の指導で行われました。
　ロータリー財団は皆様の寄付を資金とし、皆様のプログラム参加によって地元及び国際
社会に貢献しています。
　従来の方針、事業から７月１日より未来の夢（新制度）が実施されます。

　財団といえば「教育的プログラム」という伝統がありましたが、今回の変更により「人道的プログラム」
への申請も加わりました。「世界で良いことをしよう」という財団の標語のもとにロータリアンが人々の
健康状態を改善し、教育への支援を高め、貧困を救済することを通じて、世界理解、親善、平和を達成で
きるようにすること」が財団の使命です。
　ロータリー財団委員会の活動は、社会奉仕、職業奉仕、国際奉仕、青少年奉仕に関連しますので、各委
員会と連絡を密にし合同で活動しないとなかなか財団員会で単独で事業を全うしようとしても無理のよう

な気がします。皆様のご協力を節にお願い致します。

米山記念奨学部門 山東　勝彦 委員長
　地区協議会への出席義務がありましたが、ロータリー財団と二兎追えず欠席をしましたので、後日当日
の資料を入手するよう手配を致しました。
委員会の任務

一、米山奨学会は皆様の寄付で成り立っています。年間２０，０００円いただいております。本当にありが
とうございます。

一、地区主催の米山関係行事に参加し、奨学生との交流につとめる。
一、１０月の米山月間に会員の事業への理解を促すため関係プログラムを企画する。
一、寄付増進、毎月地区委員会から送付される寄付金明細書で動向を把握し、寄付額が前年度を下回ら
ないよう努める。

一、奨学生、学友との交流の促進と広報
　米山記念奨学事業の特長は、民間外交として世界に平和の種子を蒔く、留学生への支援は未来に向かっ
て平和の架け橋をかける奉仕活動です。
　この委員会も皆様のご協力がなければなりたちません。よろしくお願い申し上げます。

ロータリー情報規定部門 島　公造 委員長
　２０１３年４月にシカゴにて規定審議会が開催されました。定款・細則の主な改正部分は
以下の通りで７月１日から発行されます。
　第５条　「五大奉仕部門」　新世代奉仕を青少年奉仕に改正。
　第９条　「出席」第３節「出席規定の免除」

　　　　　　　　　病気による欠席は出席率の計算には含まない。また、「６５歳以上」という年齢制限を廃止。


